
ご
家
庭
の
小
型
焼
却
炉
を
回
収
し
ま
す

～
安
全
で
快
適
な
大
気
を
守
る
た
め
に

事
業
所
や
家
庭
で
使
わ
れ
て
い

る
小

さ
な
焼
却
炉

に
は

、
今
ま
で
法

律
等
の

規
制
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
県
は

、
独
自
に
小
さ
な
焼
却
炉
を
規
制
す
る
「
小

規
模
廃
棄

物
焼
却
炉
等
に
係

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
及
び
ば
い
じ
ん
排
出

抑
制
指
導

要
綱
」
を
制
定
し

、
1
2月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

高
温
で
の
焼
却
が
難
し

く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑
制
が
困
難

な
「
小

型
焼
却
炉
」
に
つ
い
て
は

、
家
庭
用

を
含
め
使
用

を
自
粛
し

、
ご

み
は
、
市
の
収
集
に
出

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

不
用

に
な
っ
た
家
庭
用
の
小
型
焼
却
炉
等
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み

に
よ
り
、
市
が
回
収
し

ま
す
。

清
掃
管
理

課
企
画
調
整
係
 
3
6
6・
7
3
3
1

番

事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
な
も
の

資
源
ご
み
と
し
て
出
せ

る
も
の

対
象

と
な
る
焼
却

炉

家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い
た
小
型
焼

却
炉
で
、
一
人
か
二
人
で
運
べ
る
も

の
（
ド
ラ
ム
缶
製
の
手
作
り
焼
却
炉

や
市
販
さ
れ
て
い
る
家
庭
用
の
小
型

焼
却
炉
な
ど
）

※
小
型
焼
却
炉
で
も
事
業
所
や
店
舗

等
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

不用になった焼却炉は市が回収します

回

収

方

法

申

し
込

み
に

よ
り
、

市

が
戸
別

に

回
収

し

ま
す

。

※
回
収
日
の
午
前
８
時
3
0
分
ま
で
に
、

門

の
前

、
道

路
に
面

し

た
車

庫
な

ど
に

ご
自
分

で
出
し

て

お

い
て

く

だ

さ
い

。

※
炉
内

を
清

掃
し

、
灰

な

ど
の
残

り

カ

ス
が
な

い
よ
う

に
し

て
く

だ
さ

い
。
灰

は
、「
燃

や
せ

な

い
ご
み
」

の
日
に
、
家
庭
ご
み
集
積
所
に
出

し

て
く

だ
さ

い
。

申

し

込

み

期

限

1
2
月
1
1
日
金
〔
当
日
消
印
有
効
〕

申

し
込
み
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
下
記
ハ
ガ
キ
記

入
要
領
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

後
日
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
回
収
日
等

を
連
絡
し
ま
す
。

※
留
守
で
も
回
収
し
ま
す
の
で
、
回

収
日
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
回
収
す
る
焼
却
炉
に
、
返
信
ハ
ガ

キ
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①

ブ
ロ
ッ
ク
や
レ
ン

ガ
を
積
ん
で
、

自
分

で

つ
く

っ
た
焼
却

炉

の
代
用

品

（

花

壇

の
囲

み

な
ど

へ

の
再
利

用

を

お

願

い
し

ま
す

）

②

事
業
所

で
使
用

し
て

い
た

焼
却

炉

お
よ

び
家

庭
用
で

も
二

人
で
移

動

で

き
な

い
大

き
さ

の
焼
却

炉

例

え

ば

こ

ん

な

も

の

は

？

Ｑ
　

ド
ラ
ム
缶
よ

り
小
型
で

す
が
、

煙
突

が
つ
い
た

既
成
の
製

品

Ａ
　

往
復
ハ

ガ
キ
で
申
し

込
ん
で

く
だ

さ
い

。

Ｑ
　

ブ
ロ

ッ
ク
を
組
み

上
げ
た
市

販
の
焼
却

炉

Ａ
　

ブ
ロ

ッ
ク
は
花

壇
な
ど
に

再

利

用
し
て

い
た
だ

き
た

い
の
で

す

が
、
ど
う

し
て
も
廃

棄
し
た
い
人

は
往
復
ハ

ガ
キ
で

申
し

込
ん
で

く

だ
さ
い

。

※
分
解
し

て

、
す
ぐ

搬
出
で

き
る

場
所

ま
で
出
し

て
お
い

て
く
だ

さ
い
。

ど
ん

な
出
し
方

を
す
れ
ば
良
い

か
分
か

ら
な
い
場
合

は
、
清
掃
管

理
課
に
お
問
い
合

わ
せ

く
だ
さ
い
。

ハ

ガ
キ
記

入
要

領

問
い
合
わ
せ
先

焼
却
炉
の
回
収
に
関
す
る
こ
と

清
掃
管
理
課
企
画
調
整
係

3
6
6
・
7
3
3
1
番

焼
却
行
為
の
自
粛
に
関
す
る
こ
と

環
境
保
全
課
大
気
騒
音
係

3
6
6
・
7
3
3
7

番

健
康
福
祉
会
館
　
ふ
れ
あ
い
2
2

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

健
康
福

祉
会

館
ふ

れ
あ

い
2
2で

は
、
障

害
児

（
者
）

が
安
心

し
て

生

活
で

き
る

よ
う
な

援
助
体

制

づ

く

り
を
目

指
し

て

い
ま
す

。

こ

の
一
環

と
し

て

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を
募

集
し

ま
す

。

ま

た
、
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動

を

し

て

い
た

だ
け

る
人
を
対

象
に

、

研
修

を
行

い
ま
す

。

皆

さ

ん
の
参
加

を
お
待

ち
し

て

い
ま

す

。

募

集

す

る

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

①
送
迎

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

毎
週
月

・
金
曜
日
に
行
っ
て
い

る
リ
ハ
ビ
リ
受
講
者
の
送
迎
や
こ

ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
に
通
っ
て
い

る
子
ど
も
の
送
迎

②
リ
ハ

ビ
リ

・
療
育

介
助

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

リ
ハ
ビ
リ
指
導
時
や
療
育

指
導
時
の
介
助
ま
た
は
補
助

③
デ
イ

サ
ー
ビ

ス
講
座
の

講
師
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

手
工
芸
・
パ
ソ
コ
ン
・
書

道
・
水
彩
画

・
油
彩
画
・
陶

芸
・
コ
ー
ラ
ス
・
立
体
折
り

紙
・
指
編
み
・
絵
手
紙
な
ど

の
講
師
ま
た
は
各
講
座
の
ア

シ
ス
タ
ン
ト

人口と世帯

人口　462,430人 ［＋　133］

男　234,175人 ［＋　62 ］

女　228,255人 ［十　71］

世帯　177,866世帯［+ 147 ］

研
　

修

日
時
…
1
2
月
1
3
日
日
午
後
１
時
～

４
時

会
場
：
健
康
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い

2
2
二
階
研
修
室

内
容
：
①
健
康
福
祉
会
館
に
つ
い

て
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
期
待

す
る
も
の
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
つ

い
て
⑤
健
康
福
祉
会
館
の
施

設
見
学

対
象
…
高
校
生
以
上
の
人

費
用
：
無
料

1
2
月
1
0
日
木
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
健
康
福
祉
会

館
ふ
れ
あ
い
2
2
　
3
8
3
・
7
1
1
1

番
　
F
A
X
3
8
3
・
7
8
1
0
番
へ

デイサービス講座の手工芸教室

年末年始火災特別警戒

年末年始交通事故防止運動　②

女性大学　　　　　　　　　③

市立松戸高校入学生を募集　④

松戸市の職員給与等を公表　⑤

情報チャンネル　　　　　⑥⑦

主な内容

発行：松戸市　 編集：企画部広報課

〒271  -8588　 松戸市根本387-5

TEI 047-366-1111　　FAX  .047-363-3200

e-mail mcity@intership.ne.jp

URL http://ｗｗｗ,intership.ne jp/matsudo/

フ
タ
を
と
っ
て
、
そ
の
ま
ま
焼
却

炉
の
代
用
品
と
し
て
使
っ
て
い
る
、

大
き
さ
が
五
十
㌢
程
度
の
一
斗
缶
な

ど
の
金
属
缶
は
、
汚
れ
を
落
と
し
て

か
ら
資
源
ご
み
と
し
て
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
で
き
な
い
も
の

申請者の住所・氏名・電話番号

焼却炉の形状

・大きさ＝（本体）縦×横×高さ（cm）、

〔または直径×高さ（cm）〕

（煙突）高さ（cm）

・材質＝①金属製②ブロック製

・重さ＝①一人で運べる②二人で運べる

・排出場所＝①門の前②道路に面した車庫

③その他（　　　　）

使用開始時期＝昭和（平成○年○月

囗
は
前
月
比

11 月１日現在



広報

「
気
を
つ
け
て
　

は
じ
め
は
す
べ
て
　

小
さ

な
火
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
年
末
年
始
火
災
特

別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
季

節
で
す

。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

消
防
局

警
防
課
　
3
6
3
・
1
1
1
1

内

線
2
5
5
番

ちょっとした不注意で…

《
火
の
用
心
　

六
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

②
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

④
揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
ふ
ろ
の
空
だ

き
を
し

な

い
。

⑥
ス

ト
ー
ブ
に

は
、
燃
え

や

す
い
も
の

を
近
づ
け

な
い

。

放火や放火の疑いによる火災が増
えています。放火されない環境づく

りをお願いします。

○建物の周りに、燃えやすい物を置いて

いませんか？

・ご み出しは指定日の朝に出すようにし

まし ょう。

・家の周りに燃えやすい物を放置しない

で、いつも整理するようにしましょう。

・共同住宅の共用部分には 、可燃物 、ご

みなどは放置しないようにしましょう。

○車も放火の標的になります

・車のボディーカバーは、燃えにくいも

のを使うようにしましょう。

・防犯灯などで駐車場は明るくしておき

ましょう。

年末年始の
ごみ収集・し尿のくみ取り

年末のごみ収集・し尿のく み取りは12 月30 日(水)で終了し ます。

年始は1月４日月から開始します（下表）。

年末は 、大掃除などでご みの量が増加します。分別を正しく守つ

て計画的に集積所に出しましょう。

年内にし尿のく み取りが必要な場合は､ 早めに連絡してください。

粗大ごみの受け付けは、年末は12 月28 日(月)まで、年始は1 月４日

(月)から開始し ます。

※12月23日祝は、ごみの収集・し尿のくみ取りを行います。

清掃業務課業務第1係(ごみ)・業務第2係(し尿)　366-7333番

資源

ご
み

・
有

害
ご

み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月曜地区 28日(月) ４日(月)

火曜地区 29日(火） 5日火

水曜 地区 ヽ 30日水 6日水

木曜地区 24日(木） ７日(木)

金曜地区 25日金 8日金

土曜地区 26日土 9日土

粗

大ごみ

受付曜日 12月最終受付日1月受付開始日

月～金曜日 28日(月) ４日(月)

電話で粗大ご み受 付センタ ー　391 －0007 番へ

燃

やせ

る
ご

み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水･金地区 30日水 4日月

火･木･土地区 29日火 ５日(火)

燃や

せ

な
い
ご
み

収集曜日 12月最終収集日 1月収集開始日

月･水地区 30日水 ４日(月)

火 一木 地区 29日(火） 5日火

水･金地区 30日水 6日水

木･土地区 26日土 7日木

月･金地区 28 日(月) 4日月

火･土地区 29 日火 ５日火

平

成
1
1
・
1
2
年

度

松

戸

市

指

名

競

争

入

札

参

加

資

格

審

査

申

請

の

受

け

付

け

対
象

物
品

納
入
業

者

（
建
設
工

事

資
材

を
含

む
）
、
委
託

業

務
業
者
（
設

計

・
測
量

・
コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

を
含

む
）
、
建
設
工

事

業
者
（
建
設

業
者

の

み
で
物
品
納
入
業
者
お
よ
び
委
託
業

務
業
者
を
除
く
）
　
受
付
期
間
１
月

2
5
日
月
～
２
月
1
7
日
水
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
　
受
付
時
間
午

前
９
時
～
1
1
時
3
0
分
と
午
後
１
時
～

４
時

会
場
衛

生
会

館
三

階
会
議

室

※
申
請
書
(
一
部
五
百
円
）
は
市
役

所
本
館
地
下
一
階
売
店
前
で
販
売

し

て

い
ま

す

（
土

・
日

曜
日

、
祝

日

を
除
ぐ

午
前

９
時
～

午
後

４
時

3
0
分
）
。

※
建
設
工

事

業
者

ど
し
て

申
請

す
る

場

合
は

、
新
基
準

に

よ
る
審

査
を

受
け
た
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知

書

（
写
）

の
提
出

が
必

要
で

す
。

※
隔
年

で
受

け
付
け

ま
す

の
で

、
資

格
は
二
年
間
有
効
で
す
。

※
申

請
内
容

に
変
更

が
あ

っ
た
場

合

は

、
そ

の
都
度
変

更
届

が
必
要

で

す

。

契
約
課
　
3
6
6
・
1
1
5
1
番

市税の休日・夜間受け付け

下記日程で市税の納付や納税

相談の受け付けを行いますので

ご利用ください。

休日受け付け

日時…12月13日付

午前9時～午後4 時

会場…市役所(収納課)各支所

夜間受け付け

日時…12月9日水～17日木

(土・日曜日を除く)

午後5時～8時

会場…市役所(収納課)

[　収納課収納第1 ・第2ｲ系

366-7325 番

年末年始

交通事故防止運動

1
2
月
1
0
日
木
か
ら
１
月
３
日
日
ま

で
、
年

末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
県
内
の
交
通
事
故
死
亡
者

を
四
百
人
以
下
に
し
よ
う
と
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ア
ン
ダ
ー
四
〇
〇
」
運
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
1
1
月
2
4
日

現
在
で
三
百
五
十
二
人
も
の
人
が
亡

く
な
ら
れ
、
昨
年
よ
り
は
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
三
位

と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
交
通
量
の
増
加
に
伴

う
道
路
の
混
雑
に
加
え
、
飲
酒
の
機

会
が
多
く
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

交
涌
事
故
の
多
発
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り

が
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
ぐ
だ

さ
い
。

安
全
課
　
3
6
6・7
3
4
1

番

松
戸
警
察
署
　
3
6
9
・
0
1
1
0
番

松
戸
車
警
察
署
　
3
4
9
・
0
1
1
0

番

「
ふ

れ

あ
い
松
戸
川

」

全
国

で
初

め
て

の
流
水

保
全

水

路
の
愛

称

が
「
ふ
れ

あ

い
松

戸
川
」

に
決
定

し
ま
し

た

。

水
路

の
愛
称

を

一
般
募

集
し

た

と
こ

ろ
四
百

十
四
件

の
応

募

が
あ

り
ま
し
た
。
愛
称
選
定
委
員
会
で

選

定
し

た
結

果
、
川

と

の
ふ

れ
あ

い

・
人

と

の
ふ
れ

あ

い
・
自
然

と
川岸にはさまざまな植物が茂って

います

の
ふ

れ
あ

い
の
場

と
な

る
こ
と

を

願

い
、
ま
た

、
地
域

に
根

差
し

た

水

路
と

な

る
よ
う
地

名

を
合

わ
せ

名

付

け
ら

れ
ま
し

た
。

応
募

の
中

に
、「
ふ
れ

あ

い
松

戸

川

」
と

い
う

提
案

は
あ
り

ま
せ

ん

で

し

た
が
、

類
似

の
愛
称

を
応

募

さ
れ
た
十
二
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。

こ

の
水
路

は
、
安

全
で

お

い
し

い
水
道

水

の
供
給
を
目

指
し

て
江

戸

川
河

川
敷

に
建
設

さ

れ
た
も

の

で

、
小

川
を

イ

メ
ー
ジ
し

た
水

路

で

は
魚

や
鳥

の
姿
を

見

る
こ
と

が

で

き
ま

す
。

皆

さ
ん
、
足

を
運

ん
で

み
て

は

い
か

が
で
す

か
。

建
設

省
江

戸
川
工

事

争
務
所

０
４
７

１

・
2
5
・
7
3
1
8

番

年
末
年
始
　
火
災
特
別
警
戒

1998 年(平成10 年)12月５日

児

童

扶

養

手
当
1
2
月

期

分

を
支

給
し

ま

す

1
2
月
1
1
日
金
か
ら
郵
便
局
・
銀
行

で
1
2月
期
（
８
～
1
1月
分
）
の
手
当

を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

現
況
届
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

人
は
、
必
要
書
類
を
添
付
の
上
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

援
護
課
援
護
係
　
3
6
6
・
7
3
4
7

番

遺

児

手
当
1
2
月

期

分

を
支

給

し

ま
す遺
児
手
当
の
1
2
月
期
分
（
８
～
1
1

月
分
）
を
1
2
月
1
0
日
木
以
降
に
受
給

者
の
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

支
給
額
（
児
童
一
人
に
付
き
）
片

親
と
死
別
＝
月
額
五
千
五
百
円
、
両

親
と
死
別
＝
一
万
五
百
円
（
８
月
・

1
2月

・
４
月
の
年
三
回
支
給
）

新
た
に
手
当
の
支
給
を
希
望
す
る
人

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い

対
象
市
内
に
居
住
し
、
父
母
の
一

方
ま
た
は
両
親
と
死
別
し
た
児
童
（
中

学
校
卒
業
ま
で
）
を
扶
養
し
て
い
る

人
申
請
に
必
要
な
も
の
①
認
印
②

一
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た
世
帯
全

員
の
住
民
票
（
本
籍
等
す
べ
て
記
載

さ
れ
た
も
の
）
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
晝
⑤
一
ヵ
月
以
内
に
発
行
さ
れ
た

申
請
者
と
遺
児
記
載
の
戸
籍
謄
本
①

申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局

を
除
く
）
　
の
表
紙
の
コ
ピ
ー
　
受
付

期
間
随
時
（
申
請
の
翌
月
か
ら
支
給
）

※
現
在
受
給
中
の
人
は
、
手
続
き
は

不
要
で
す
。

援
護
課
援
護
係
　
3
6
6
・
7
3
4
7

番 再

生

自

転

車

を
即

売

1
2
月
1
3
日
日
～
1
5
日
火
、
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
３
時

会
場
生
き
が

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
販
売
台
数
五
十

台

（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）
　
価
格

七
千
円
～
一
万
一
千
円
　
交
通
五
香

駅
東
口
か
ら
新
京
成
バ
ス
「
小
新
山
」

行
き
ま
た
は
「
柏
陵
高
校
」
行
き
で
、

新
栄
町
入
口
下
車

松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
　
3
8
4
・
３
１
９
１
番

流
水
保
全
水
路

交

通

事

故

が

急

増

中

市
内
で
は
、
一
日
平
均
二
十
七
件

の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

道
路
別
で
は
、
市
道
が
六
四
％
、

国
道
６
号
が
一
五
％

で
、
現
場
は
交

差
点
内
と
そ
の
付
近
が
六
八
％
と
三

分
の
二
を
占
め
て
い
ま
す
。

運
転
者
は
市
内
居
住
者
が
五
二
％
、

原
因
別
で
は
、
安
全
不
確
認
・
前
方

不
注
視
な
ど
の
初
歩
的
な
ミ
ス
が
六

五
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
は
十
七
件
発
生
し
、
そ

の
う
ち
国
道
６
号
で
八
件
を
占
め
、

ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

五
人
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
１
月
１

日
～
1
0
月
3
1
日
）
。

運
転
中
は
、
交
差
点
通
過
時
の
安

全
確
認
や
自
転
車
・
歩
行
者
に
対
す

る
「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
で
、

交
通
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
戸
警
察
署
・
松
戸
東
警
察
署

～酔いません　酒にスリルに

ス
ピ
ー
ド
に
山

事故を起こしてから悔やんでも取り返しはつきません

12/10(木)～1/3(日)
12/20(日)～

1/7(木

)



広報

女性が子育てに一段落し、あ

らためて自分の生き方を見つめ

たとき課題となるさまざまな事

柄について、ともに考えます。

矢切公民館　368-1214 番

期日 内　容

1/19火
オリエンテーション

生き方を考える前に

26火
女性の現在

～いま、女性をめぐる状況は

2/2火
妻としての私

～夫婦関係を考える

9
火

個人としての私
～余暇生活を考える

16火
社会人としての私
～社会活動を考える

23火
社会人としての私
～就職を考える

3/2火
老いと私
～親のみとり、私の老い

9
火
まとめ

時間…各午前10時～正午

会場…女性センターゆうまつど

講師…早稲田大学講師・武田京子氏

対象…市内在住の女性

定員…25 人（応募多数の場合は抽選）

※保育あリ（2歳以上10 人まで）

12月15日火〔必着〕までに､往復八

ガキに住所･氏名・年齢･電話番号(保

育希望者は子どもの名前・年齢・性別

も）を記入して、〒271－0094 松戸市

上矢切299 の１総合福祉会館内矢切公

民館女性大学係(　368-1214 番) へ

※定員に満たない場合は、16日水から

電話で受け付けます。

野鳥の写真コンクール

内
容
・
：
野
鳥
を
題
材
に
し
た
カ
ラ
ー
ま
た

は
白
黒
の
キ
ャ
ビ
ネ
以
上

、
四
つ
切
り
ま
で

の
写
真
対
象
…
県
内
お
よ
び
近
隣
都
県
で
撮
影
さ

れ
た
末
発
表
の
作
品

（
巣
の
近
く
の
写
真
や

手
賀
沼
の
コ

ブ
ハ

ク
チ

ョ
ウ
等
人
為
的
に
飼

育
さ
れ
て
い
る
も
の
は
不
可
）

※
入
賞
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

。

2月10日水〔必着〕までに、応募用紙(各支所・当基金で配布)を作品

の裏に張って、直接または郵送で〒270－2252 松戸市千駄堀749　まつ

ど街と水辺の緑化基金(　345-9846 番)へ

品
目
・
価
格
原
木
（
長
さ
九
十
㌢

一
本
三

百
三

十
円

、
種

駒
二

十
個
（
原

木

一
本
分
）

百
二

十
円

※
引

き
渡
し

日

時

・
場
所

に

つ

い
て

は
１
月

中
に

通
知
し

ま
す

。

※
電

動

ド
リ
ル

用

の
替
刃

は
一
本

七

百

円

（
電
動

ド
リ

ル
を

お
持
ち

の

人
）
、
電

動

ド

リ
ル

の
貸
し

出

し

（
原
木

一
本

に
付

き
五

十
円

）

に

つ

い
て
は

、
引

き
渡
し

場
所

で
申

し
受

け
ま

す
。

1
2
月
1
8
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
目
・
数
量
・

住

所

・
氏
名

・
電

話
番
号

を
記

入
し

て
、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸
市
根
本
三
八
七

の
五
松
戸
市
役
所

農
政
課
内
松
戸
市

森
林
組
合
（
　
3
6
6

・
7
3
2
8
番
）
へ

児

童
福

祉
サ

ー

ビ
ス
の
中

か
ら

今

回
は

、
昨
年

７
月

に
オ

ー
プ
ン

し

た

「
乳
幼
児

健
康

支
援

デ
イ
サ

ー
ビ
ス
」
に
つ

い
て
紹
介

し
ま

す
。

こ

の
サ

ー
ビ
ス

は
、
お
子

さ

ん

の
病
気

の
た

め
に
仕

事
を
休

ん
だ

が
、
こ

れ
以

上
休
み

が
と

れ
な

い

な
ど
仕

事
と

育
児

の
両
立

に
悩

ん

で

い
る
人
を
支
環

ず
る
も

の
で
す

。

〔
事
業

内

容
〕

病
気

の
回
復
期

で
あ

る
た

め
、

保
育

所
な

ど

の
集

団
保
育

に
適

さ

な

か

っ
た
り
、

一
緒

に
連
れ

て
行

く

こ
と

が
で
き

な

い
乳

幼
児

の
保

育

を

一
時

的

に
行

い
ま
す
。

〔
対
象
（
左
記

の
す

べ
て

に
該
当
）
〕

①
市

内

に
住

ん
で

い
る
か
、

ま
た

は
市

内
の
保
育

所
を
利

用
し

て

い

る
お
子

さ
ん

②
生
後

五
十

七
日
目

か
ら
小

学
校

就
学

の
前
日

ま
で

の
お
子

さ
ん

③

病
気

の
回

復
期

で
あ

る
た
め

、

集
団

保
育

に
適

さ
な

い
お
子

さ

ん

や
家

族
と

一
緒
に
行

動
す

る
こ

と

が
で

き
な

い
お
子

さ
ん

※
病
気
の
回
復
期
と
は
、
医
療
機

関
に
よ

る
入

院
治
療

の
必
要

は

な

い
が
、
安

静
の
必
要

が
あ
る

場
合

を

い
い
ま
す

。
パ

保育課　366-7351 番

〔
保
育

時

間

お
よ

び
休

日

〕

保
育

時
間

…
午
前
８

時

～
午

後

６
時

（
土
曜

日

は
午
後
Ｏ

時
3
0
分

ま
で

）

休

日
…
日

曜
日

、
祝
日

、
年

末

年
始

（
1
2月
2
9
日

～

１
月

３
日
）

〔
利
用

日

数

〕

原

則
と
し

て

連
続

七
日
以

内

〔
利

用
料

〕

市
民
…
四
時
間
以
内
千
二
百
円
、

以

後
一

時
間
当

た
り

三
百
円

（
た

だ
し

、

生
活

保
護
世

帯
、

前
年

度

市

民
税

非
課
税

世
帯

は
無

料
）

市
外
の

人
…
四

時

間
以
内
千

八

百
円

、

以
後

一
時

間
当

た
り
四

百

五
十
円

〔
利
用

手

続
き

〕

事
前
に
ひ
よ
こ
保
育
園
へ
予
約

し
、
利
用

申
請

を
し

て
く

だ
さ

い
。

〔
そ

の
他

〕

申

請
に

必
要

な
書
類

、
利

用
す

る
と

き
に

持
参
す

る
も

の

な
ど
詳

細

に
つ

い
て
は

、
ひ

よ
こ

保
育
園

に
直
接

お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

〔
実
施
施
設
〕

新
八
柱
台
病
院
附
属
「
八
柱
乳

幼
児
健
康
支
援

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ひ

よ
こ
保
育
園
」

所
在
地
…
松
戸
市
日
暮
一
の
七

の
二

（
下
記
案
内
図
を
参
照
、

3
8
7
・
8
3
5
1

番
）

ひ
よ
こ
保
育
園
案
内
図

平
成
1
0
年

工

業

統
計

調

査

に

ご

協
力

を

通
商
産
業
省
で
は
、
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
製
造
業
を

営
む
事
業
所
を
対
象
に
毎
年
1
2月
3
1

日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査
を
実
施

し
て

い
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
経
済
動
向
を
把
握

し
、
産
業
振
興
政
策
な
ど
の
各
種
施

策
を
決
め
る
基
礎
資
料
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
員

が
伺

い
ま
し
た
ら
、
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

総
務
部
総
務
課
統
計
係
　
3
6
6
・
7

3
0
5
番

パ

ー
ト

保
健

婦

募

集

対
象
保
健
婦
の
有
資
格
者
　
業
務

内
容
健
康
相
談
・
家
庭
訪
問

定
員

若
干
名
健
康
課
　

3
6
6
・
7
4
8

6
番

市
立
東
松
戸
病
院
の
職
員
を
募

集

教
育
訓
練
給
付
制
度
が
ス
タ
ー

ト
働
く
人
の
主
体
的
な
能
力
開
発
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
雇
用
の
安
定

と
再
就
職
の
促
進
を
図
る
雇
用
保
険

の
新
し

い
給
付
制
度
「
教
育
訓
練
給

付
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
　
3
4
8
・
6

1
0
0
番

職
種
・
対
象
①
看
護
婦
・
看
護
士

＝
二
十
五
歳
ま
で
の
資
格
を
有
す
る

人
②

介
護

福
祉
士

＝
二

十
五

歳
ま

で

の
資

格
を
有

す

る
人
ま

た

は
資
格
取

得
見
込
み
の
人
③
争
務
お
よ
び
運
転

パ

ー
ト
職
員

＝
六
十
歳

ま
で

の
人

で

管

財
業
務

お
よ

び
患
者

搬

送
等
運

転

業
務
の
で
き
る
人
　
募
集
人
員
各
若

干
名
提
出
晝
類
履
歴
書
（
写
具
付

き
）
　・
資

格
免

許
の
写

し
　

申
込

期

限
1
2
月
1
5
日
火

※
①
は

、
市

内
の
医

療
機

関
勤

務
者

の
応
募
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市

立
東

松
戸

病
院

総
務

課
総

務
係

3
9
1
・
5
5
0
0

番
　

。

明
る
い
社
会
づ
く
り
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
が
決
ま

り
ま
し
た

今
年

は

調

理

師
免

許

取

得

者
の

就

業
届

提

出
の

年

で

す

千
葉
県
内
に
所
在
す
る
飲
食
店
や

給
食
施
設
等
で
働
い
て
い
る
調
理
師

で
、
調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
調
理
師
法
第
五
条
の
二
の
定
め

に
よ
り
、
1
2
月
3
1
日
現
在
の
状
況
を

平
成
1
1
年
１
月
1
5
日
ま
で
に
「
調
理

師
業
務
就
業
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

松

戸

パ
ー
ト

バ
ン

ク
は

、
パ

ー
ト

タ
イ

ム

の
求
人

・
求

職
を

あ

っ
せ

ん

す

る
国

の
機
関

で
す

。

コ
ン

ピ
ュ

ー

タ
を

導
入
し

、
幅

広

い
就
職

情
報

を
提
供

す

る
松

戸

パ

ー

ト
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
松
戸
駅
西
口
松
戸
ビ
ル
九
階

（
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
　
3
6
3
・
8
1

0
1

番

）

松

戸

パ
ー
ト

バ
ン

ク
　
3
6
7・
8
8

0
0

番
農耕地に犬・猫などを入れないで!

農耕地に犬・猫などが入り 、農

作物に被害を与えています。

犬・猫などが農耕地に入らない

よう 、飼い主の皆さんのご協力を

お願いします。

農政課指導係　366-7328 番

第
十

六
回
明

る
い
社
会

づ
く

り

ポ

ス

タ
ー
を

「
思

い
や
り
」

の

テ
ー

マ

で
市
内

の
小

・
中

学
生

か
ら
募

集
し

た
と
こ

ろ

、
四
千

四
百

九
十
四

点

の

応
募

が
あ

り
ま
し

た

。
審
査

の
結

果
、

二
百

五
十

九
点

が
入
賞

し
ま
し

た

。

銅
賞
以

上

の
入

賞
作

品

は
、
１
月

1
1
日
月
～
1
8
日
月
の
間
、
市
役
所
一

階

本
館
新

館
連

絡
通

路
に
展
示

し

ま

す

。市
長
賞

受
賞

者
は
次

の
と

お
り

で

す

。森
真
央
（
松
飛
台

小
）
、
妹
尾

直
樹

（
横

須
賀
小

）
、
柳
田

明
香

理

（
和
名

ケ
谷
中

）
、
谷

内

囗
亜
季
（
第
二

中
）
、

武

江
真

希
（
第

五
中

）
　
　〔
敬

称
略

〕

明

る

い
社

会

づ
く

り
松

戸
推

進
協

議
会
　
3
6
5
・
7
3
8
9
番

松
戸
保
健
所

内
松
戸
調
理
師

会
　
3
6
1
・
2
1

2
1
番
（
月
・

水
曜
日
の
み
）

野
ネ

ズ
ミ

退

治

（
薬

剤

に

よ

る

駆

除
）

を

実

施

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
野
ネ
ズ
ミ

を
退
治
す
る
た
め
、
農
耕
地
に
駆
除

剤
を
仕
掛
け
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

駆
除
期
間
１
月
1
2
日
火
～
1
8
日
月

農
政
課
指
導
係
　
3
6
6
・
7
3
2
8

番

松

戸

税

務
署

へ

は

電
車

・
バ

ス

で
松
戸
税
務
署
の
駐
車
場
は
、
1
2月

か
ら
４
月
下
旬
ま
で
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
来
署
の
際
は
電
車
・
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

松
戸
税
務
署
　
3
6
3
・
1
1
7
1

番

子育て後の

女性の生き方

1998 年(平成10 年)12月５日

し
い
た
け
栽
培
資
材
の

あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

福 祉
ファイル

N0.17

乳幼児健康支援

デイサービス事業

門松カードを配布します

12月７日(月)から門松カード(1 世帯1 枚)

を配布し ます。　'

配布場所各支所・市役所正面受付・市

民課・地域振興課

※町会・自治会単位でまとめて希望され

る場合は、各支所または地域振興課へ

広報課　366 －7320 番

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
松
戸
パ
ー

ト
バ
ン
ク

女性
大学
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平成11 年度高等学校入学資金を

お貸しします

市
立
松
戸
高
校
入
学
生
を
募
集

来春、高校（高等専門学校を含む）に進学を希望する生徙のい

る家庭に、入学資金をお貸しします。

貸付額…30万円以内(公立･ 私立で額が異なります)

対象…次のすべてに該当する人①経済的な理由により、高校人

学資金を一時的に用意することが困難な世帯②成績良好、品行方

正で出身中学校長が推薦した健康な生徒であること③保護者が

松戸市の住民基本台帳に1 年以上登録されていて、引き続き市

内に居住していること④市内（特別な事情を除＜）に居住する

確実な連帯保証人が得られること

受付期間…第1[O]＝1月６日吩卜29 日窗、第2回＝2月１日(月卜3

月10 日 休）

申請書類…①高等学校入学資金員付申請書②出身中学校長の推

薦書③住民票（家族全員のもの）または外国人登録済証明書④収

入を証するもの（父母またはそれに準ずる人のあらゆる収入が

対象）⑤成績証明書

市
立
松
戸
高
校
は
環
境
に
恵
ま
れ
、
広
大
な
敷
地
と
充
実
し
た
施
設

・
設

備
を
誇

る
明

る
い
学
校
で
す
。

今
年
度
か
ら
新
し
い
制
服
に
変
わ
り
、
ま
た
来
年
度
の
国
際
人
文
科
開
設

に
伴
い
校
舎
も
増
築
さ
れ
、
今
後
ま
す
ま
す
の
充
実
、
発
展
が
楽
し
み
で
す
。

そ
ん
な
市
立
松
戸
高
校
で
、
さ
わ
や
か
な
青
春
の
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募

集
定
員
…

全
日

制
普

通
科

第

一

学
年
=
二
百
二
十
人
（
定
員
の
お
お

む
ね

三

〇
％

以
内

は

推
薦

）
　
国

際

人
文

科

第

一
学

年

＝
四

十
人
（
定
員

の
お

お
む
ね

四
〇
％

以
内

は

推
薦
）

応
募
資
格
…
中
学
校
も
し
く
は
こ

れ
に
準
す
る
学
校
を
卒
業
し
た
人
ま

た
は

３
月
卒

業
見

込
み

の
市

内
在

住

の
人

（
た

だ
し
国

際
人

文
科

は
市
外

か
ら

の
応
募

も
可

）

出

願
手

続
き
…
所

定

の
入
学

願
書

・
定
形
封

筒
（
志
願
者

の
住
所
・
氏
名

・
郵
便
番

号

を
記

入
し

八
十
円

切
手

を
張

っ
た
も

の
）
を
在

籍
（
出
身

）
中

学
校

を
経
由

し

て
提
出

し
て

く
だ

さ

い
。願
書
等
提
出
期
間
…
推
薦
選
抜
＝

１
月
2
0
日
水
午
前
９
時
～
午
後
４
時

3
0
分
・
2
1
日
木
午
前
９
時
～
正
午

※申請は合格決定前にできます。申請書等

は､援護課･市民課および吝支所で配布し

ています。

援護課援護係　366-7347 番

平成11年松戸市成人式

一
般
選
抜
＝
２
月
８
日
月
～
1
0
日

水
午

前
９

時
～

午
後

４
時
3
0
分

〔
1
0

日

水
は
正

午
ま

で
〕

志
願
変
更
受
付
期
間
…
２
月
1
5
日

月
～
1
7
日
水
午
前
９
時
～
午
後
４
時

3
0分

〔
1
7日
水

は
正

午

ま
で

〕

推
薦
検
査
：
1
月
2
7
日
水
会
場

市

立
松

戸

高
校
（
五

香
駅

西
口

か

ら

新

京
成

バ
ス
紙

敷
車

庫
行

き
で

「
市

立
高
校
」
下
車
ま
た
は
、
J
R
武
蔵
野

線

東
松
戸

駅
よ

り
徒

歩
十
三

分
）

学
力
検
査
…
２
月
2
5
日
木
・
2
6
日

金
会
場
市
立
松
戸
高
校

入
学
許
可
候
補
者
発
表
…
３
月
４

日
木
午
前
９
時
か
ら
市
立
松
戸
高
校

で
市

立
松

戸

高
校
　
3
8
5・
3
2
0
1

番

楽しい多彩な行事を計画しています。対象者には通知を12 月

中旬に発送します。ぜひ、ご参加ください。

1/10(日

)
日
時
：
1
月
1
0
日
日
午
前
８
時
～
８
時
4
0
分
受
け
付
け
、

９
時
開
会
式

会
場
：
松

戸
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

申
し
込
み
方
法
…
1
2
月
1
5
日
火
ま
で
に
、
所
定
の
用
紙
に

種
目
・
氏
名
・
住
所
・
勤
務
先
（
学
校
名
）
・
生
年
月
日
を
記

入
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
課
（
運
動
公
園
内
）
ま
た
は
、
小
金
原
・

常
盤
平
体
育
館
の
各
窓
口
へ

※
費
用
は
、
当
日
徴
収
し
ま
す
。

※
当
日

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
中
学
生
の
申
し
込
み
は
ス
ポ
ー
ツ
課
の
み
で
行
い
ま
す
。

※
大
会
当
日
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
課
　
3
6
3
・
9
2
4
1
番

種　目 距離 対　　　象 費用

中学女子の部 3  km 市内在住・在学の中学生

無料中学男子の部
4  km
市内在住･ 在学の中学2・3年生

中学1年男子の部 市内在住・在学の中学１年生

一般女子1部
5  km
市内外を問わず(学生･生徒･一般も可)

400 円

一般女子2部 市内外を問わず(一般のみ)

一般男子1部 10km 市内在住・在勤・在学者

一般男子2部 5  km 市内在住・在勤で35 歳以上

市外の部 10km 市外からの参加者

催し 物 時 間 内 容 会 場

プレ

セレモニー
午前10時15分～

おめでとう

コンサート

出演＝市立松戸高校吹

奏楽部の皆さん
大ホール

記念式典 午前11 時～11 時45 分

開式宣言

Memory'78 ～'99

Voice  of 20

一期待そして決意－

メッセージ

ステージ

(ビデオで

おめでとう)

午前11時15分～午後

1時

ｏ中学 時 代の 先生

ｏ松戸 ゆかり の有 名人

０抽選会(景品はコンサ

ート チケ ツトほ か）

ｏ記念 写真 コ ーナ ー

小ホール

憩いのひろば
午前11時15分～午後

1時30 分

駄菓子･ お茶･ お汁粉

・記念写真など

レセプショ

ンホール

※会場の駐車場は限られており、付近の道路は混雑が予想され

ます。新京成八柱駅南口から無料送迎バス(午前9時45 分始発)

を運行しますので、ご利用＜ださい。

社会教育課社会教育係　366-7462 番

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
五
十
九
　
二
人
三
脚
－
医
業
協
同
治
療
の
す
す
め

患
者

さ

ん
に

「
何
歳
ま

で
自

分

の
歯

で
食

べ
た

い
と
思
う

か
」

と

尋
ね

る
と

、
全
員

が

「
一
生
自

分

の
歯

で
楽
し

く
食

生
活
を

送
り

た

い
」
と
言

い
ま
す
。「
本
当
に

幸
せ

な
人

生
を

送
る
た

め

の
一
つ

の
要

素
と
し

て

、
健
康

な
歯
を

い
つ
ま

で
も

残
し
た

い
」
と

い
う
願

い
は

、

患
者

さ
ん

も
歯
科

医
師
も

同

じ
で

す

。歯
科

医
療

で
は

、
と
も

す

る
と

歯
科
医

師

が
一
方

的
に
治

し
て

い

る
と

思
わ

れ
る
こ

と

が
多

い
よ

う

な
気

が
し
ま

す
。

実

際
問
題

と
し

て
、
歯

科
治

療

で

は
、
元

の
状
態

に
完

全
に
戻

し

て
治

癒
、

と

い
う

こ
と

は
ほ
と

ん

ど
あ

り
ま
せ

ん

。
多
か

れ
少

な
か

れ
、

神
様

が
与
え

て
く

だ
さ

っ
た

も

の
に
、
何

ら
か

の
人
工

的

な
手

段

を
使

っ
て

治
療
し

て

い
る
と

い

う
の
が
現
実
で
す
。

す
べ
て
の
歯
科
治
療
に
お
い
て
、

以
前
の
健
康

な
状

態
に
比

べ
る
と

、

い
ろ

い
ろ

な
面
で
口

腔
内

の

条
件

は
悪

化

し

て

い
る
と

い
え

ま

す

。

人
工

的
に
整

え
た

環
境

は
、

そ
れ

な
り
の
ケ
ア
を
し
続
け
な
い
と
、

継
続
し
て

い
く
こ
と

が
困
難
で
す

。

そ

の
た

め
に

は
、
歯

を
本
当

に

長
持

ち
さ
せ

る
た

め
に
必

要

な
条

件

の
一

つ
と
し
て

、
医
業

協
同

治

療
を
行
う
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す

。

こ
れ
は
、
医
療
側
と
患
者
さ
ん
と

が
共
同
作
業
で
治
療
す
る
こ
と
で

す
。そ
こ
で
患
者
さ
ん
に
お
願

い
し

た
い
こ
と
は
、
①
生
活
の
リ
ズ
ム
・

タ
イ
ミ
ン
グ
（
規
則
正
し
い
生
活
）

②
正
し
い
食
生
活
③

歯
磨
き
の
仕

方
（
歯
磨
き
の
方
法
や
そ
れ
に
必

要
な
道
具
）
①
し
っ
か
り
し
た
人

工
物
の
装
着
（
病
気
に
な
っ
た
歯

に
は
、
で
き
る
だ
け
精
度
が
良
く

耐
久
性
に
優
れ
た
材
料
や
方
法
を

選
ぶ
)
⑤
定
期
検
診
（
患
者
さ
ん

の
自
己
管
理
と
歯
科
医
師
の
定
期

的
な
援
助
）
等
に
気
を
配
っ
て
ほ

し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
健
康
保

険
制
度
で
は
、
す
べ
て
を
カ
バ
ー

す
る
こ

と
は
難
し

い
の
で
す
が
、

歯
科
医
師
と
よ
く
ご
相
談
さ
れ
、

本
物
の
歯
の
健
康
を
手
に
入
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

（
松

戸
歯
科
医

師
会
）

な
く
そ
う
差
別
と
偏
見
守
ろ
う
人
権

市
民
相
談
室
人
権
担
当
　
3
6
6
・
7
3
1
9
番

期日…平成11年1月15日祝

会場…森のホール21

受付…午前10 時から

対象…昭和53 年4 月２日～54 年4月１日

生まれの市民

松戸市七草マラソン大会

国
際
人
文
科
ス
タ
ー
ト
・
活
発
な
部
活
動

市立松戸高校のホームページのアドレスはhttp:/wwww.intership.ne.jp/~imh/

ーおめでとう20歳ー
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市民の皆さんに松戸市の一般職および特別職の給与等に

ついて理解していただくため、その概要をお知らせします。

なお、特別職の給料については5％、一般職の管理職手当

については10 ％の減額措置(平成11 年1月1日から平成12 年

3月31 日まで実施予定)を条例提案いたします。

人事課給与係　366-7306 番

人件費の状況（普通会計決算）

区　分 松 戸 市 国

期末手当

勤勉手当

(9 年度 支給割合)

期末手 当　　 勤 勉手 当

6 月期　　　　1.6 月分　　　0.6 月分

12 月期　　　　1.9 月分　　　0.6 月分
3 月期　　　　0.55 月分　　　 一 月分

計　　　　　4.05 月分　　　1.2 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置…有

(9 年度支 給割合)

期末手当　　 勤勉手当

6月 期　　　　1.6 月分　　　0.6 月分
捏 月 期　　　　1.9 月分　　　0.6 月分

3月 期　　　　0.55 月分　　　 一 月分

計　　　　　4.05 月分　　　1.2 月分

職制上の段階 、職務の級等による加算措置…有

退職手当

支給率(10 年度) 自己都合　　　 勧奨 ・定年

勤続20年　　21.0月分　　34.65月分

勤続25 年　　　33.75 月分　　44.55 月分

勤続35 年　　　47.5 月分　　62.7 月分

最高限度額　　60.0 月分　　62.7 月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置(2 ％～20 ％加算)

退職時特別昇給

勤続20 年以 上　　1 号俸または2 号俸

1人当たり平均支給額(9 年 度)

自己都合　　　 勧奨 ・定年

1,991千円　　22,453 千 円

支給率（10 年度）自己都合　　　 勧奨・定年

勤続20 年　　　21.0 月分　　28.875 月分

勤続25 年　　　33.75 月分　　44.55 月分

勤続35 年　　　47.5 月分　　62.7　 月分

最高限 度額　　60.0 月分　　62.7　 月分

その他の加算措置

・ 定年前早期退職特例措置（2 ％～20 ％加算）

退職時 特別昇 給　1 号俸

区　分
住民基本台 帳

人口 （年 度末）
歳出額Ａ 実質収支 人件費Ｂ

人件費率

(Ｂ／Ａ)

(参 考)

8年度の人件費率

9年度
(10.3.31)

456,262 人

千円

107,183,509

千円

2,734,409

千円

30,140,733
28.1％ 27.6%

人 件費 には 、給 料 、報 酬 、諸手 当 、共 済 費等 が含 まれ ます。

一般職員給与費の状況（普通会計当初予算）

区　分 職員数Ａ

給　　与　　費 1人当たり

給与費

(Ｂ／Ａ)

職員1 人当たりの住民数

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ 松戸市 県内市分平均

10年度
(10.4.1)

3,355人

千円

14098,8ﾜ2

千円

4,645,533

千円

7,434,579

千円

26,178,984

千円

ﾜ,802
136.0人 119.5人

１.この「職員手当」には、管理職手当、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手
当、時間外勤務手当等が含まれ、児童手当、退職手当を除いたものです。

２．職員１人当たりの住民数は、職員が少なければ少ないほど数値が高＜なります。松戸市は、他
市に比べ少ない職員数で市の仕事を遂行しています。 自己都合退職の最高限度額については、45年間勤続した率です。

調整手当

(10 年4月

１日現在)

支給対象地域 全　地　域

支給率 10％

支給対象職員数 3,346人

国の制度（支給率） 3％

支給対象職員1人当たり平均支給年額（9年度決算） 419,144 円

職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成10 年4月1 日現在）

特殊勤務手当

(9年度)

区　　　　　　分 全　職　種
職員全体に占める手当支給職員の割合 46.9％

支給対象職員1人当たり平均支給年額 61878 円
手当の種類（手当数） 27種類

代表的な手当の名称

支給総額の多い手当
技術研究調査手当 、特殊現場勤
務手当、保育手当、し尿・ゴミ
等収集処理手当 、税務手当

多くの職員に支給さ

れている手当

特殊現場 勤務手当､ 保育手当 、
危険作業 手当 、税 務手 当 、技
術研究 調査手当

区　　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料 平均給与 平均年齢 平均給料 平均給与 平均年齢

松戸市 358,963円 484,568 円 42 歳3月 298,423 円 377,240 円 46歳1月

国 315,850円 39 歳3月 283,812 円 47歳8月

時間外勤務手当

9年度
支　　 給　　総　　 額 858,556 千円

職員1人当たり支給年額 309 千円

8年度
支　　 給　　総　　 額 1,015,325千円

職員1人当たり支給年額 363 千円

１.一般行政職とは、税務職、医療職、消防職、教育職、企業職、技能労務職等を除いた職員をい
います。
２．技能労務職とは、自動車運転手、守衛、業務員、用務員、給食調理員等をいいます。

職員の初任給の状況（平成10年4 月1日現在）

区　　　分
松 戸 市 国

初任給 採用2 年経過日の給料額 初任給 採用2年経過日の給料額

一般行政職
大学卒 187,000円 201,100 円

Ｉ種183,200 円 201,100 円

１種173,000 円 187,000 円

高校卒 150,500円 166,200円 140,700 円 150,500 円

特別職の報酬等の状況（平成10年11 月1日現在）

区　分 報　酬　等　月　額 期　末　手　当

市　長

助　役

収入役

1,050,000円

860,000 円

760,000 円

(9年度支給割合)

6月期　2.2 月分
12月期　2.5 月分

3月期　0.55月分
計　5.25月分

議　長

副議長

議　員

720,000 円

660,000 円

590,000 円

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成10年4 月1日現在）

区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 278,663 円 321,088 円 380,509 円

高校卒 226,833 円 294,400 円 333,950 円

技能労務職 214,305 円 231,507 円 265,04ﾜ 円

定員の状況（平成10 年4 月1日現在）

● 部門別職員数の状況

区　　分 職　員　数 対　前　年　増　減　数

部　 門 平成8年 平成9年 平成10年 平成8年 平成9年 平成10年

一般

行
政
部
門

議　　会

総務企画

税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働

農林水産

商　　工
土　　木

22

612155 712
3ﾜ6
－

19
24
340

22

514159 729
376
－

19
24
339

21

509
160
749
354
3

19
24
343

０
十１３
△　１

十　
４
△１８

一
十　１
＋　１
△１２

０

十　２
＋　４

十１７
０

－
０
０

△　１

△　１
△　５

十　1
＋20
△22

十　３
０
０

十　４

小　 計 2,160 2,182 2,182 △12 十22 ０

特別行政

部門

教　　育
消　　防

660
611

665
513

664
511

△　７
十30

十　
５

△　１
△　１
十　１

小　 計 1,171 1,175 1,17

5

十23 十　４ ０

普 通 会 計　 計 3,331 3,357 3,357 十１１ ＋26 ０

公

営企

業
等

会計

部
門

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

914
36

109
60

954
30

107
59

957
29

106
58

十　
５

△ ２
△ ７
△　４

＋40
△ ６
△　２
△　１

＋　３
△　１
△　１
△　１

小　 計 1,10

9

1,150 1,150 △ ８ 十31 ０

合　　　計 4,450 . 4,507 4,507 十　３ 十57 ０

経験年数とは、学校卒業後直ちに市に採用され引き続き勤務している場合には採用後の年数をい
い、採用前に職歴等のある場合には、その期間を換算し採用後の年数に加算した年数をいいます。

一般行政職の級別職員数の状況（平成10 年4月1 日現在）

区分/級
9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計

標準的な

職務内容
局長
部長

部長
次長

課長 補佐
主幹

係長
係長 主 任主 事

主事

技師

事務員

技術員

職員数 17人 37 人 178人 156 人 405 人 438 人 465 人 309 人 36 人 2,041人

構成比 0.8％ 1.8％ 8.7％ 7.6％ 19.896 ２1.5％ 22.896 15.196 1.8％ 100 ％

参考

1年前
の
構成比

0.8％ 1.596 7.9％ 6.996 ℡9 ％ 22.9％ 20.396 18.596 2.396 100 ％

5年前の
構成比 0.1％ 1.2％ 6.096 3.496

13.0％ 15.9％ 30.996 25.396 4.2％ 100 ％

１.給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

２．標準的な 職務内 容とは 、そ れぞれの 級に該当 する 代表的な 職名で す。

昇給期間短縮の状況

区　　　　　　　分 合　　　計 一般行政職 技能労務職

9年度

職　員　数　　　　　　　（Ａ） 2,569人 2,048人 521 人

普通昇給期間(12～24月)を短縮し
て
昇給した職員数　(B)

100人 44人 56人

比　率　　　　　　　(Ｂ)／(Ａ) 3.9％ 2.1％ 10.7％

8年度

職　員　数　　　　　　　（Ａ） 2,550人 2,023人 527 人

普通昇 給期 間 （12 ～24 月）を短縮し て
昇 給し た職 員数　　　　(B)

85人 24人 61人

比　率　　　　　　　（Ｂ)・(Ａ） 3.3％ 1.2％ 11.6％

職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含み、

臨時または非常勤職員を除いています(教育職員の人数には、教育長が含まれています)。

● 職員数の増減状況

部　 門 増員数 減員数 差　引 主　な　増　減　理　由

一般

行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生

労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

０
１０

１
３７
７
３
０
０

５

１

15 ０
１７
２９
０
０
０
１

△ １
△ ５

十　１

十20△22

十　３
０
０

十　４

議会連絡車運転業務の見直し
広報機能の充実、総合計画の策定終了等
新税電算システムの構築
健康福祉会館の開設、欠員不補充等
常盤平保健センターの開設、民間委託等
部門間の組み替え

建築住宅指導業務の強化、欠員不補充等

特別

行

政部

門

教　　育

消　　防

１０

１

１１

０

△ １

十　１

文化振興 財団機能 の充実 、文 化ホール管 理

の見直し等

欠員補充

公営

企業等

会計

部
門

病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他

７０

０
０

４
１

１
１

＋ ３
△ １
゛△ １
△ １

東松戸病院の欠員補充、民間委託
水道業務の見直し
建設業務の見直し
老人保健業務の見直し

職員手当の状況（平成10年4 月1日現在）

区 分 松　 戸　 市 国

扶
養
手
当

配偶者　　　　　　　　　　　　18000円

配偶者以外の扶養親族

1人目

配偶者が扶養親族　　　　　　　　5,500円

配ｲ禺者が扶養親族でない　　　　　6,500 円

配ｲ禺者がない　　　　　　　　　11,000円

2人目　　　　　　　　　　　　　　　5,500円

3人目～　　　　　　　　　　　　　2,000 円

16歳～22歳の子1人につき加算する額　4,000 円

配偶者　　　　　　　　　　　　16,000 円

配偶者以外の扶養親族

1人目

配ｲ禺者が扶養親族　　　　　　5,500 円

配偶者が扶養親族でない　　　　　6,500円

配偶者がない　　　　　　　　　　11,000円

2人目　　　　　　　　　　　　　　　5,500円

3人目～　　　　　　　　　　　　　2,000 円

16歳～勿 歳の子1人につきｶﾛ算する額　4,000 円

住
居
手
当

借家・借間居住者

(家賃8,500円を超える場合に限る)

家賃の額に応じ て27,000円を限度に支給

持家居住者　　　　　　　9,400 円

その他の者　　　　　　　2,100 円

借家・借間居住者

(家賃12,000円を超える場合に限る)

家賃の額に応じて27,000 円を限度に支給

持家居住者

新築・購入後５年間　　　2,500 円

その他の者　　　　　　　1,000 円

通

勤
手
当

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給(5,000 円を限度)

乗用車等を利用する場合

電車・パスを利用する者と同等支給

電車・バスを利用する場合

定期代等45,000円までは全額支給、それを超える

部分は半額支給(5,000 円を限度)

乗用車等を利用する場合

使用距離等に応じて2,000 円～20,900円を支給

松戸市の職員給与等を公表
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※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表FAX は……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)
市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/matsudo/
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小
・
中
・
高
校
生
)

三
千
二
百
円

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
藤
田
　
3
8
6
・

9
1
5
4
番
（
昼
間
の
み
）

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通
一

周
年
記
念
大
会

介

護

保

険
シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

1
2
月
６
日
日
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

介
護
保
険
制
度
の
内
容
と
市
の
現
状

パ
ネ
ラ
ー
市
介
護
保
険
準
備
室
長
、

歯
科
医
師
・
藤
野
健
正
氏
ほ
か

社
会
保
障
推
進
松
戸
市
協
議
会
・

岡
田
　
3
6
8・7
7
0
0

番

1
2
月
1
8
日
金
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時

会
場
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー

ル
（
木
更
津
市
・
か
ず
さ
ア
ー
ク
内

内
容
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
推
進
大
会
・
第
四

回
か
ず
さ
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
か
ら
始
ま
る
新
し
い
交
流
と
連
携
」

（
謹
師
マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
イ
ー
ヌ

費
用
無
料
）
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ

か
　
交
通
木
更
津
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
十

五
分
（
案
内
標
識
あ
り
）

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
参
加
希
望
人
数
（
ハ
ガ
キ
一

枚
に
三
人
ま
で
）
・
「
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

一
周
年
記
念
大
会
参
加
希
望
」
を
記

入
し
て
、
〒
2
6
0
1
8
6
6
7
千
葉
市

中
央
区
市
場
町
一
の
一
千
葉
県
企
画

部
地
域
政
策
課
（
　
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
3

2
番
）
へ

障
害
者
(
児
)
と
共
に
ミ
ュ
ー
ジ

カ

ル

を

観

る

会

1
2
月
1
8
日
金
午
後
２
時
開
演
・
1
9

日
土
午
後
１
時
3
0
分
開
演
会
場
野

田
市
文
化
会
館
内
容
創
作
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル

「
赤
と

緑

の
大
逆

転
」
　

費

用

無
料

山
口
　
3
4
5・
4
5
7
3

番

と

き

わ

平

少

年

少

女

合

唱

団

ク

リ

ス

マ

ス

コ

ン

サ

ー

ト

1
2
月
2
3
日
祝
午
後
４
時
3
0
分
～
６

時
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容

ク
リ
ス

マ
ス
ソ

ン

グ
ほ
か

（
ゲ

ス
ト
東
葛
男
声
合
唱
団
）
　
費
用
二

百

円と

き

わ
平

少
年

少
女

合
唱

団

・
加

藤
　
3
8
4・
6
0
7
9

番

21 世紀の森と広場

電話でパークセンター

と

も

し

び

読

書
会

1
2
月
1
7
日
木
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
「
お
伽
草
紙
」
太
宰
治
著

費
用
二
百
円

電
話
で
神
澤
　
3
4
1
・
0
7
7
6
番

へ

345 －8900 番へ

行 事 名 日　時 講 師 定員 費　用

みどりの講習会「ク

リスマス・フラワー

アレンジメント」

12/20(日)午後1

時30分～3時30分

フラワ ーデザイナー

青島利 恵子氏

先着

30人

2,500円

(材料費)

自然観察会｢ 冬鳥ウ

オッチング｣

1/ 9土　午前

10時～正午

山階鳥類研究所

鶴見みや古氏

先着

30人
無料

童

謡

の

つ

ど

い

1
9
1
月
1
9
日
土
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分

会
場
市
民
劇
場

内
容
童
謡
・

唱
歌
ほ
か
　
費
用
無
料

松
戸
童
謡
を
歌
う
会
・
高
橋
　
3
6
3
・

2
6
0
6
番

日　時 会　場 内　容

12/ 9(水)

午後3時30分～4時
図書館本館 絵本ほか

10木

午後3時～4 時

新松戸

市民センター

アニメーション

「しまうま」

人形劇「フレデ

リックと金のり

んご」

11金

午後3時～4 時

常盤平

市民センター

16水

午後3時～3時30分
小金分館 絵本ほか

17木

午後3時～4 時

小金原

市民センター

アニメーション

「しまうま」

人形劇「フレデ

屮ソクと金のり

んご」18金午後3時～4 時

六実

市民センター

対象3～9 歳　費用無料

※図書館のカードをお持ちになれば、本が借り

られます。

※電話でおはなしが聞けるでんわおはなしキャ

ラパン　377 －0000 番もご利用ください。

市立図書館　365-5115番

や

わ

ら
木

苑

大

バ

ザ

ー

1
2
月
６
日
日
午
前
1
1
時
3
0
分
～
午

後
３
時
会
場
金
ヶ
作
自
治
会
館
（
熊

野
神
社
隣
り
）
　
内
容
日
用
雑
貨
・

冬
物
衣
類
・
和
服
・
陶
器
・
古
本
ほ

か
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
わ
ら
木

苑
　
3
8
6
・
0
2
1
3
番

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

1
2
月
1
3
日
日
（
荒
天
中
止
）
午
前

９
時
か
ら
　
会
場
小
金
原
中

央
公
園

対
象
小
金
原
地
区
住
民
（
中
学
生
以

上
）
定
員
十
八
チ
ー
ム
(
一
チ
ー
ム

六
人
ま
た
は
個
人
で
も
可
）
　
費
用

一
人
百
円
（
賞
品
代
）

1
2月
1
0日
水
ま
で
に
、
電
話
で
体

育
指
導
委
員
・
市
村
　
3
4
2
・
6
1
9

0
番
（
夜
間
の
み
）
へ

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
体
験
教
室

１
月
1
7
日
～
３
月
７
日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
八

回
〕
、
午

後
１

時
～
３

時

会
場
運

動
公

園

武
道

館
多
目

的

室
ほ

か
　
対
象
中
学
生
以
上
　
定
員
先
着

三
十
人
　
費
用
無
料

1
2
月
７
日
月
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接

ス

ポ
ー

ツ
課

（
　
3
6
3・
9
2
4

1
番

）
窓
口

へ

会 場 パー クセン タ ー

初

心

者
テ

ニ

ス

教

室

１
月
９
日
～
３
月
2
7日
の
毎
週
土

曜
日
、
午
前
８
時
～
９
時
4
5分

会

場
中
央
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
者

定
員
七
十
人
（
抽
選
）

費
用
九
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

1
2
月
1
5
日
火
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
返

信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－

8
6
9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一

二
号
松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
へ

平
不
　
3
3
0
・
4
1
1
2
番

市

民

ス

キ

ー
大

会

兼

県

民
体

育

大

会

代

表
選

考

会

１
月
1
7
日
日
　
会
場
メ
イ
プ
ル
ヒ

ル
ス
キ
ー
リ
ソ

ー
ト
（
栃
木
県
）
　
種

目
大
回
転
競
技
（
初
心
者
可
）
　
費
用

個
人
戦
二
千
円
、
団
体
朧
（
一
チ
ー

ム
十
人
ま
で
）
五
千
円

※
１
月
1
3
日
水
午
後
７
時
か
ら
、
市

民
劇
場
で
選
手
会
を
行
い
ま
す
（
会

場
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を

配
布
）。

1
2
月
2
5
日
金
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋
　
3
6
2
・
1

8
0
0
番
（
日
曜
、
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
～
午
後
７
時
）
へ

労

災

職

業

病
な

ん

で

も

相

談
会

1
2
月
1
9
日
土
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船
橋
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内

容
弁
護
士
・
社
会
保
険
労
務
士

・
医

療
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
ほ
か
に
よ
る
相

談
費
用
無
料

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
　
0
4
3
・
2
2
5

・
4
5
6
7
番

当日会場で軽スポーツ教室

教室名 日　時 会　場 費用 問い合わせ

グラウンド・ゴルフ

12/12土

午前9時～正午

八ヶ綺第二小学

校校庭

無

料

体育指導委員・吉村

341-3323 番

12/2C日

午前9時～正午

馬橋北小学校校

庭（鉛筆持参）

体育指導委員・松本

361 －8820 番

ファミリースポーツ ※
12/2C日

午前9時～正午

新松戸西小学校

体育館

体育指導委員・楠井

343-2635 番

※種目インディアカ・ファミリーバドミントン・ラージボール卓球・ソフトバ

レーボール・体力テストほか

小
金
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ク

ラ
ブ
年
忘
れ
芸
能
発
表
会

1
2
月
６
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
４

時

会

場
小

金
原
市

民
セ

ン
タ

ー

内

容
日
舞

・
詩
吟

・
カ
ラ

オ
ヶ

・

ダ

ン
ス
ほ
か
　
費
用
無
料

小
浤
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
3
4
4
・

8
2
7
0

番

情報

チャンネル

おはなしキャラバン

催

し

物

パークセンター

催し物

ス

ポ
ー
ツ

レ
ス
リ
ン
グ
教
室

１
月
1
0日
～
２
月
７
日
の
毎
週
日

曜
日
〔
全
五
回
〕
、
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
運
動
公
園
体
育
館
多
目
的
室

対
象
小
・
中
学
生
　
定
員
先
着
二
十

人
　
費
用
無
料

1
2
月
７
日
月
か
ら
、
電
話
ま
た
は

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課

（
　
3
6
3
・
9
2
4

1
番
）
窓
口
へ

雪

に

親
し

む
会

（
ス

キ

ー
）

２
月
1
0日
水
午
後
1
0時
伊
勢
丹
松

戸
店
前
集
合
、
２
月
1
3
日
土
午
後
９

時
帰
着
予
定
　
行
き
先
山
形
県
蔵
王

高
原
ス
キ
ー
場

定
員
先
着
三
十
八

人

費
用

二
万
九
千
八
百
円
（
往

復

バ
ス
代
・
宿
泊
費
・
保
険
料
を
含
む
）

※
無
料
レ
ッ
ス
ン
と
技
能
テ
ス
ト
あ

り

松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋
　
3
6
2
・

1
8
0
0
番
（
日
曜
、
祝
日
を
除
く

午
前
９
時
～
午
後
７
時
）

借

地
借

家

の

無

料

相

談

1
2
月
1
1
日
金
午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等

が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
　

3
4
5
・
３
５
４
８
番



広報

講
座
・
講
演

音

楽

の

広

場

（
合

唱

講

座

）

1
2
月
1
5
日
火
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
費
用
テ

キ
ス
ト
代
二
千
七
百
円

当
日
会
場
で

矢
切
公
民
館
　
3
6
8
・
1
2
1
4

番

女

性

就

業

技

術

講

習

会

①
ワ
ー
プ
ロ
科
1
月
1
2
日
～
３
月

３

日

の
毎
週
火

・
水

・
金

曜
日

〔
祝

日
と
祝
日
の
翌
日
を
除
く
、
全
二
十

一
回
〕

②

パ
ソ
コ

ン
科
１

月
1
2日

～

３

月
2
5
日

の
毎

週
火

・
木

曜
日

と
２

月
１

日
～
３
月
1
9日

の
毎
週
月
・
水

・

金
曜
日
〔
祝
日
を
除
く
、
各
全
二
十

一
回
〕
　
会
場
①
流
山
勤
労
者
総
合

福

祉
セ

ン

タ
ー
②
千

葉
県
女

性

就
業

援

助
セ

ン

タ
ー・
　
対

象

技
術

を
身

に

付

け
就

業
を

望
む
女

性

で
全
日

程
出

席

で

き
る
人

（
学

生
不
可

）
　

定
員

各
二
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
教

材
費
等

実
費
）

①
1
2
月
1
6
日
水
・
1
7
日
木
午
前
1
0

時
～
午

後
３

時

の
間
に

、
本
人

が
印

鑑
と
官
製
ハ
ガ
キ
を
持
っ
て
流
山
勤

労

者

総
合

備
祉
セ

ン

タ
ー

（
　

流

山

市

商
工

課
　

０
４

７
１

・
5
0
・
6
0

8
5

番

）

へ
②
1
2月

９
日

水

・
1
0日

木
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
３
時
3
0
分

の
間
に
、
本
人
が
印
鑑
と
官
製
ハ
ガ

キ
を
持

っ
て

県
女

性
就

業
援
助

セ
ン

タ
ー
（
　
0
4
3
・
2
4
7
・
8
5
4
1
番
）
へ

文
教

大
学

宿

泊

公

開

講
座

「
鎌

倉
の

茶

・
近

代
の

茶

を
訪

ね
て

」

１
月
2
3
日
土
～
2
4
日
日
(
一
泊
二

日
〕
午
前
９
時
東
武
伊
勢
崎
線
新
越

谷
駅
集
合
　
内
容
鎌
倉
時
代
の
代
表

的
な
茶
の
名
所
で
あ
る
金
沢
文
庫
な

ど
を
訪
ね
る
定
員
先
着
四
十
人

費
用
受
講
料
五
千
円
（
別
に
宿
泊
費

ほ
か
）
電
話
で
文
教
大
学
学
園
職
業
ラ
イ

セ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
越
谷
・
渡
辺
　
０

４
８
９
・
7
4
・
8
8
1
1
番
へ

飼

い

犬

同

伴

し

つ

け

方

教

室

１
月
1
7
日
日
・
2
4
日
日
〔
全
二
回
〕

午
前
1
0
時
～
正
午
（
午
前
の
部
）
と

午

後
１

時
～

３
時

（
午

後
の
部

）

会

場
千
葉

県
動

物
愛

護
セ

ン
タ

ー
東

葛

飾
支

所

（
沼

南
町

高
柳

一
〇

一
八

の
六
）
　

対

象
　

千

葉
県
動

物

保
護

管

理
協

会
ま

た
は

保
健
所

が
開
催
す

る
し

つ
け
方

教
室

を
受
講

し

た
こ
と

が
あ

る
、
二

日
間

と
も
参

加

で
き

る

人
定
員
先
着
六
十
人
費
用
二
千

円

1
2
月
1
5
日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

そ
れ

ぞ
れ
二

日
間

の
希

望
時
間

（
午

前

ま

た
は
午

後
）
　・
千

葉
県

動
物

愛

護
セ

ン

タ
ー
東
葛

飾
支

所
希

望
を
記

入
し
て
、
〒
2
6
0
－
0
8
5
6
千
葉
市

中

央
区

亥

鼻
二

の
五

の
三
　

千

葉
県

動
物

保
護
管

理
協

会

（
　
0
4
3・
9
9
1

一
・

2
3
6
4

番
）

へ

初

級

日

本

語

教

室

（
外

国

人

対

象

）日

常
会

話
初

級
程

度

の
日

本
語

教

室

を
開

講
し
ま

す

。
お
近

く
の
外

国

人

に
お
知

ら
せ

く
だ

さ

い
。

昼

の
部
月

曜
日

＝
１
月
1
8
日

～
３

月
2
9
日

、
水
曜

日

＝
１
月
2
0
日
～

３

月
2
4
日
、
金
曜
日
＝
Ｉ
月
2
2
日
～
３

月
2
6
日

、
日
曜

日

＝
１
月
2
4
日

～
３

月
2
8
日
の
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
～
正

午
〔
各

全
十
回
〕
　
夜
の
部

火
曜
日

＝

１
月
1
9
日

～
３

月
2
3
日
午

後
７

時
～

９

時

〔
全
十

回
〕
　

会
場
市

役
所
研

修

室

・
文

化

ホ

ー
ル
ほ

か
　

対

乖
市

内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
外
国
人
　
費
用
国
際
交
流
協

会

会
員
千

円

、
一

般
二
千
円

（
別
途

教

材
費
四

千

五
百
円

程
度

）

直
接
　
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
（
市

役
所

新

館
五
階
　
3
6
6・
7
3
1
0

番

）

へ

研修日時　2月３日木・９日火・10日

水・５日月・17日水・18日

木･19日金･22日(月)･24

日水・26日金、3月19日

金〔全11回〕午前9時～午

後5時

会　場　衛生会館ほか　　　　　　　　　 Ｊ　 心 ノ

対　象　ホームヘルパーとして仕事に従事することを希望

する、全日程受講可能な人

定　 員　50 人 （抽選）

費　 用　1 万1 千 円（テキスト代ほか）

申し込み　12月18日金〔必着〕までに、往復ハガキに住所・

氏名・生年月日・電話番号・受講目的を記入して、

〒271 －0094 松戸市上矢切299 の1　松戸市福祉

公社事業係（　368-2941 番）へ

ふ

れ

あ

い
教

室

ペ

ン

習
字

１
月
６
日
～
３
月
2
4日
の
毎
週
水

曜
日
〔
全
十
二
回
〕
、
午
後
６
時
3
0分

～
８
時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

対

象
市
内
在
住
・
在
勤
者
定
員
三
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
実
費
）

1
2月
1
5日
火
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
勤
務
先

・
教
室

名

（
ペ
ン
習
字
）
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
1
1
8
5
8
8松
戸
市
根
本
三
八
七

の
五
松
戸
市
役
所
商
工
観
光
課
労
政

係
（
　
3
6
6
・
7
3
2
7

番
）
へ

松

戸

市

老

人

ク

ラ

ブ

連

合

会

の

愛

称

募

集

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
賞
最
優
秀
賞
（
愛
称
に
採

用

）
　一
点

・
優

秀
賞

数
点

（
同
名

称

多

数
の
場

合

は
抽
選

・
入
賞

者
に

は

商
品

券
贈
呈

）

※
入

賞
作

の
著

作
権

は
連
合

会

に
帰

属
し

ま
す

。

１
月
1
5
日
祝
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
愛
称
名
（
ハ
ガ
キ
一

枚

に

つ
き
一
点

、

一
人
三

点
ま

で
）・

理

由
ま

た
は
意

味
・
住
所

・
氏
名

・

年

齢

・
性
別

・
電
話
番

号

を
記
入

し

て
、
〒
2
7
1
－
8
5
8
8
松
戸
市
根
本

三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

な

が
い
き

課
内

松

戸
市
老

人

ク
ラ

ブ
連
合

会
事

務
局
（
　
3
6
6
・
7
3
4
6
番
）
へ

冬

の

陶

芸

一
日

教

室

1
2
月
９
日
水
①
干
前
９
時
3
0
分
～

1
1
時
3
0
分
②
午
後
Ｏ
時
1
5
分
～
２
時

1
5
分
⑤
午
後
３
時
～
５
時
会
場
陶

松
（
市
立
病
院
裏
）
　
定
員
各
先
着

二
十
人
費
用
五
百
円
（
陶
土
・
焼

き
代
別
）

電
話
で
陶
松
登
り
窯

の
会
・
小
堀

3
6
8
・
7
7
2
6
番
へ

愛

の

献

血

（
松

戸
市

献

血

推

進

協

議

会

）

1
2
月
1
5
日
火
午
前
1
0
時
～
1
1
時
と

午
後
Ｏ
時
1
5分
～
３
時
3
0分

会
場

新
松
戸
駅
前

健
康
課
　
3
6
6
・
7
4
8
7
番

危

険

物

安
全

週

間

推

進

の

標

語

を

募

集

内
容
危
険
物
災
害
の
防
止
と
危
険

物
の
貯
蔵
・
取
り
扱
い
の
安
全
を
呼

び
掛
け
る
も
の
で
未
発
表
作
に
限
る

※
発
表
は
入
選
者
の
み
で
入
選
作
品

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

1
2
月
2
1
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
に
標
語
二
枚
に
つ
き
一
点
)
・

住
所
・
氏
名
(
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・

性
別

・
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
〒
1
0
5
－
0
0
0
1
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
二
の
九
の

二
（

日
本
消
防
会

館
　
全
国
危
険
物
安
全
協
会
内
危
険

物
安
全
週
間
推
進
協
議
会
（
　
0
3・

３
５
９
７

・
8
3
9
3

番
）
　
　
へ

小金支所・小金保健センター

駐車場のご薬内

小金支所・小金保健センターに車でおいでの

際は 、ピコティ東館地下駐車場をご利 用く ださ

い。

※駐車券を窓口に

財

形

教

育

融

資

勤

労
者

本
人

や
そ

の
家

族

が
、
高

校

・
高
等

専
門
校

・
短

大

・
大

学

・

大
学

院

な
ど

の
教
育
施
設

に

進
学
ま

た

は
修
学

す

る
た
め

に
必
要

な
資
金

を

融
資
し

ま
す

。

対
象
財
形
貯
(
一
般
・
年
金
・

住
宅

財
形

）
を
行

っ
て

い
る
勤
労
者

で

、
確
実

に
返

済
で

き
る
人
　

融

資

額

財
形

貯
蓄
残

高

の
五

倍
以
内
で

、

十
万

円
以

上
四
百

五
十
万

円
以

内

利

率
年
率
三

・
〇

六
％
（
固
定
金

利
）

雇
用

促
進

事
業
団
千

茉

雇
用
促

進

セ
ン
タ
上
雇
用
改
善
部
門
　
0
4
3
・
2
4
8
・

7
7
6
6

番

346 一5601 番

水

道

週

間

ポ

ス

タ

ー

・

標

語

コ

ン

ク

ー

ル

作

品

募

集

テ
ー

マ
水

の
大
切

さ

・
水

の
有

効

利
用

を
呼

び
か
け

る
も

の
　

規
格

ポ

ス
タ
ー
＝
Ｂ
３
判
（
三
十
六
㌢
×
五

十
二
㌢
）
の
絵
画
（
イ
ラ
ス
ト
・
版

画
で
も
可
）
、
標
語
＝
ハ
ガ
キ
に
縦
書

き

で
一
枚

に
一
点

（
作
品

は
未

発
表

の
も
の
）
　
応
募
資
格
県
内
在
住
者

賞
入
賞
・
住
作
（
賞
状
と
記
念
品
・

平
成
1
1
年
６
月
１
日
号
の
「
県
水
だ

よ
り

」
で
発

表
）
・
参
加

賞

※
学
校
・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
応
募
の

場

合

は
、
応
募

一

覧
表
を

送
付
し

て
く
だ

さ

い
。

１
月
3
1
日
日
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
応

募
作
品
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
職
業
（
学
校
名
お
よ
び
学
年
)
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
6
0
－
8

6
5
0
千
葉
市
中
央
区
長
洲
一
の
九

の
一
千
葉

県

水
道
局
管

理
部

総
務
企

画
課
広
報
統
計
班
（
　
0
4
3
・
2
2
3
・
4
5

0
0

番
）

へ

広
報

ま
つ
ど

１１

月
2
5
日
号

文
化

施

設

だ

よ
り
の

訂
正

森

の

ホ
ー
ル
2
1
催

し

物
1
2
月
2
3日

祝
「
東
京
バ
レ
エ
劇
場
バ
レ
エ
団
」

の

電

話
番
号

0
3・
３
３

６

１

・
0
9
5
8

番

お持ちください

小金支所　341

-5151 番

小金保健センター

ホームヘルパー養成講座(3 級課程)

1998 年(平成10 年)12月５日

日

舞

新

舞

講

習

会

①
1
2
月
1
0
日
木
午
後
２
時
～
５
時

と
午
後
６
時
～
９
時
②
1
2
月
６
日
日
・

1
5
日
火
午
後
２
時
～
５
時
会
場
①

八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
②
新
松
戸
市

民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
各
三
百
円

※
初
心
者
歓
迎

邦
舞
の
会
・
藤
間
　
3
4
2
・
2
1
7

1
番

お
知
ら
せ

千

葉

職

業

能

力

開

発

短
期

大
学

校
学

生

募

集

募
集
科
制
御
技
術
科
・
電
子
技
術

科
・
情
報
技
術
科
・
住
居
環
境
科
・

産
業

デ
ザ
イ
ン
科
・
生
産
技
術
科
・

航
空
機
整
備
科
定
員
各
二
十
人
（
航

空
機
整
備
科
の
み
三
十
人
）
　
願
書

受
付
期
間
１
月
７
日
水
～
2
1
日
木

試
験
日
２
月
３
日
水

千
葉
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

学
務
科
　
0
4
3
・
2
4
2
・
4
1
9
2

番

筑

波

大

学

附

属

盲

学

校

幼

児

・

児

童

募

集

対

象
視
覚
に

障
害

が
あ

る
幼
児

・

児
童
　
募
集
人
員
幼
稚
部
＝
年
少
組

(
三
・
四
歳
児
）
三
人
・
年
長
組
（
五

歳
児
）
　一
人

、
小

学
部

＝
第

一
学
年

盲
学

級
六
人

・
弱

視
学
級

若
干
名

、

各
学
年

転
入

盲
学

級
若
干

名

・
弱

視

学
級

若
千
名

出
願

期
間
1
2月

７
日

月
～
1
1
日
金
入
学
選
考
１
月
2
6
日

火

筑

波
大

学
附

属
盲
学

校
幼

・
小
学

部
　
0
3
・
３

９
４

３

・
5
4
2
2

番

F
A
X
0
3
・
３
９
４
３
・
5
4
1
0
番

ｉ

東

葛

ま

ち

づ

く

り

交

流

会

第

二

回

大

会

発

表

事

例

を

募

集

東
葛
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
は
、
ま

ち

づ
く

り
に

関
す

る
情
報

・
思
想

・

手

法
等

を
交
換

し

、
学
習

す

る
場

で

す
。２
月
2
0
日
土
に
聖
徳
大
学
で
開
催

す
る
大

会
で

、
事

例
を
発

表
し

て
く

れ
る
人
（
団

体
）
を
募

集
し
て

い
ま

す

。

内
容

市
民
ま

ち

づ
く

り
活

動

の
実

践
で

、
市
民
同

士

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

づ
く
り

の
推

進
に

参
考
と

な

る
も

の

王

地
利
用

・
地
域

福
祉

・
環
境

の
分

野
を
主

に
、

十
五
分

間

で
発
表

）

1
2
月
８
日
火
ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
（
団
体
名

）
・
年

齢

・
電
話
番

号

・

発
表

の
骨
子

を

フ
ァ

ッ
ク
ス

で
、
松

戸
ま
ち
づ
く
り
交
流
蜃
爭
務
局
　
3
6
6
・

6
1
1
3
番
F
A
X
3
6
6
・
6
1
1
2
番
へ

酒

の

悩

み

ご

と
相

談

・
酒

害

家

族
教

室

1
2
月
1
0
日
水
･
　
2
4
日
木
午
後
１
時

3
0分
～
２
時
3
0分

会
場
松
戸
保
健

所
内
容
①
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
方

に
心
配
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
専
門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉

相
談
員
・
保
健
婦
に
よ
る
相
談
②
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
か
か
え
る
家

族
同
士
の
勉
強
と
話
し
合

い
の
教
室

費
用
無
料
　
（
予
約
制
）

電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班
　
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

母
乳

中

の

ダ

イ

オ

キ
シ

ン

類

調

査

研

究

ご

協

力

の

お
願

い

厚
生
省
で
は
平
成
９
年
度
か
ら
母

乳
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
、

松
戸
市
が
調
査
対
象
地
区
に
決
ま
り
、

ご
協
力
し
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
お
断
わ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)
。

対
象
(
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）
①

出
産
時
ま
で
継
続
し
て
市

内
に
十
年

以
上
お
住
ま

い
の
人
②
二
十
五
～
二

十
九
歳
・
二
十
～
二
十
四
歳
の
健
康

な
人
③
平
成
1
0
年
1
1
月
～
1
2
月
末
ま

で
に
第
一
子
出
産
の
人

定
員
各
十

人
　
調
査
方
法
出
産
後
三
十
日
目
の

母
乳
採
取
（
百
～
百
五
十
㏄
)
と
居

住
環
境
・
食
事
状
況
等
の
聞
き
取
り

調
査松
戸
保
健
所
地
域
指
導
班
　
3
6
1
・

2
1
2
1
番

保
健
・
衛
生



劇
場
空
間
に
心
を
表
現
し
た
い

中
村

信
夫

さ
ん

は
、
今
年

三
月

に

現
代

舞
踊
協

会
主

催

の
ア
ン

デ
パ

ン

ダ
ン
新

人

舞
踊
展

で
、

キ
ャ

ラ
ク

タ
ー
賞

に
輝

い
た

。
受

賞

作
品

は
、

自

ら
振
付

け

・
創
作

し
た

モ

ダ
ン

ダ

ン
ス

「
星

の
操
り
人
形

」
。

こ

の
賞
は

、
斬

新
で
個

性
的

な
新

人

に
対

し
て

贈
ら

れ
る
も

の

。

踊
り

に
興

味
を

持

っ
た

の

は
、
中

学

生
の
こ

ろ
。
テ
レ
ビ
で

マ
イ

ケ
ル
・

1998 年(平成10 年)12 月５日広報

現代文明と地球環境

ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
見
て
「
自
分
も
あ
の

よ
う
に
踊
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
あ

こ
が
れ
か
ら
だ
っ
た
。

十
七
歳
の
時
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

劇
団
に
入
り
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
始
め

た
。
無
我
夢
中
で
ダ
ン
ス
に
打
ち
込

ん
だ
。
半
年
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
、
上

達
し
て
い
く
自
分
に
気
が
付
き
、
自

信
が
わ
い
て
き
た
。

練
習
を
積
み
重
ね
な
が
ら
オ
ー
デ

て
み
て
、
喜
び
や
悲
し
み
な
ど
人
間

の
内
面
を
、
よ
り
自
由
に
全
身
で
表

現
す
る
こ
と
に
、
今
ま
で
に
な
い
充

実
感
を
覚
え
た
。「
こ
れ
が
自
分
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
だ
」
と
感
じ
、
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
に
没
頭
し
た
。

今
回
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
賞
を
受
賞

し
た
こ
と
で
八
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
口

ワ
イ
ヨ
モ
ン
財
団
が
援
助
す
る
振
付

け
と
創
作
の
人
材
を
育
成
す
る
研
修

に
参
加
。
日
本
人
と
し
て
初
め
て
の

こ
と
で
あ
る
。

初
日
か
ら
次
々
と
課
題
を
与
え
ら

れ
、
ソ
ロ
・
デ
ュ
エ
ッ
ト
・
ト
リ
オ

な
ど
状
況
に
応
じ
た
踊
り
の
創
作
を

要
求
さ
れ
た
。
そ
の
準
備
・
実
践
・

レ
ポ
ー
ト
提
出
に
追
わ
れ
寝
る
間
も

な
い
過
密
な
日
程
だ
っ
た
が
、
充
実

し
た
三
週
間
だ
っ
た
。「
こ

の
研
修
で

人
間
の
内
面
を
い
か
に
表
現
す
る
か
、

ま
た
劇
場
空
間
に
は
幅
・
奥
行
き
・

高
さ
が
あ
り
、
人
間
の
目
線
に
は
無

数
の
角
度

が
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識

さ
せ
ら
れ
た
」

現
在
、
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
で
大
勢

の
生
徒
を
教
え
る
中
村
さ
ん
は
「
フ

ラ
ン
ス
で
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
俳
優
と
し
て
経
験
し
て
き

｢星の操り人形｣を熱演する中村さん

会場案内図

時　間　午後7時～8時30分

会　場　女性センターゆうゆうまつど

講　師　東京理科大学教授・樽谷　修氏

対　象　市内在住または在勤の人

定　 員　先着50 人

費　用　無料

申し込み　電話で矢切公民館　368-1214 番へ

イ
シ
ョ
ン
を
受
け
、「
マ

イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
イ
」

「
エ
ニ
シ
ン
グ
・
ゴ
ー
ズ
」

「
大
草

原

の
小

さ
な
家
」

な

ど
数
多

く

の
ミ
ュ

ー

ジ
カ
ル

に
出
演

。

ダ
ン

ス
ス

ク
ー
ル

の
講

師
と

し

て
自

立
し

て
か
ら

は

十

年
に

な

る
。

そ

の
中
村

さ
ん

が
モ

ダ
ン

ダ
ン

ス
に
出
会

っ

た
の

は
六
年
前

。

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

の
舞
台

に
立

ち

、

い
ろ

い
ろ
な

ダ

ン

ス
を
経
験
す

る
な
か
で
、

モ

ダ
ン

ダ
ン
ス

の
舞
台

に
出
演

す

る
機
会

に
恵

ま
れ

た
。

初
め
て

踊

っ

男性の健康づくり講座

クッキング＆ウオーキング

会場案内図会　場　常盤平保健セン

ター

対　象　健康づくりに関

心のあるおお む

ね40歳以上の男

た
こ
と
を
す
べ
て
伝
え
た

い
。
ダ
ン

ス
で
心
を
表
現
す
る
喜
び
を
、
多
く

の
人
と
分
か
ち
合

い
た
い
」
と
話
す
。

1
2月
1
6日
、
市
民
劇
場
で
振
付
け
・

演
出
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
チ
ャ
ン

ス
」
を
上
演
し
、
そ
の
中
で
モ

ダ
ン

ダ
ン
ス
「
極
限
の
輝
き
」
を
演
ず
る
。

こ
の
舞
台
で
フ
ラ
ン
ス
で
学
ん
だ

成
果
を
披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。

（
馬
橋
在
住
）

性で、2日間とも

参加できる人

定　員　先着40人

費　用　無料

申し込み 電話で常盤平保

アンデパンダン新人舞踊展でキャラクター賞を受賞

健センター　384
中村信夫さん

-1333 番へ

日　時 内　容 講 師

1/20木　午前9時30分～

午後2時

男性のための簡単

クッキング
市健康課栄養士・保健婦

1/27水　午前9時30分～

午後O 時30分

ウォーキングにつ

いて

健康増進センター運動指

導員

会　場　市民 劇場

費　用　全席自由3,000 円

ミュージカル

(モダンダンス極限の輝きj

問い合わせ　ダ ン シン グ スキ ユ
12/16水　午後7時開演

－ バテレビジョン
レ ストラン 「チ ャン ス」に集まってきた

349-2164 番
若者たちの人間模様を描いたミュージカル。

中村さんが振付け・演出 ・出演しています。

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 圃 相談名 期　 日 時　 間 会　場

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 ※

市

金 民
銭 相
問 談
題 室の
相366
談・
も７
行３
い１
ま９
す番
。

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所檣ｺｰﾅｰ 市千
援葉
護地
課方
法
務務
局
366
松
・戸
１支
３局
４
１
番

市政･一般 午前8時30分～午後5時 7(月) 馬 橋支所

次回は〔1/5火〕 六実支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

次回は〔1/5火〕 小金支所
第1月曜日 午前9時～正午

次回は〔1/6水〕 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 次回 は〔1/6冰）〕 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 次回は〔1/7(木)〕| 小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(　363-6278番)でも行っていますo

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所檣ｺｰﾅｰ 社
会
福
368
祉
・協
０議
５会
０
３
番

7(月) 馬 橋支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

次 回 は〔1/5 火）

次回は〔1/5火

六実支所
健ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

小金支所
労働相談 第1・第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
16(水) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(　361-4089番)でも行っています。 16(水) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

次回は〔1/5火〕

午前10時～午後3時

常盤平支所
※　国
左　民
記　年
以　金
外　課
の　適
国　用
民　係
年35
6
金・
課１
へ３
５
２
番

17木 小金原市民センター

次回は〔1/8金〕 小 金支 所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 セン ター

（相談 室直通 ）

363-0505 番

8(火) 小金原支所 第2～第4木曜日

11(金) 馬 橋支 所 第1木曜日 午後2時～8時

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
15(火) 六 実支 所

女性パート

労 働 相 談
次回は〔1/5火〕

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 セン ター
364-8778 番18(金) 新松戸支所

22火 矢 切支 所 就学相談( 予 約制)
月～金曜日

午前9 時 ～正 午・

午後塒30 分～4時30分

教 育 研 究 所
366-7461 番24木 東 部支 所 教育相談( 予 約制)

消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ　
365-6565 番

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セン ター
363-7867 番

育 児 相 談すくすくテレフ
ォン

月～金曜日　　　　l午前8時30分~午後5時
北松戸保育所
367-4646 番

青少年相談( 来 所)

[予約制]
午前9時～午後5時

少年 セン ター
366-7464 番

救急医療体制健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関(待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

問歯科診療所等) を 案内し ています〕

……　366 －0010 番

平日 午後4時30分～翌日午前9時
休日と土曜 午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所…　368-3756 番
衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所
……　365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11 時

※住宅課　366-7366 番、商工観光課　366-7327 番

市民大学

講座

開催日 内　容

1/21木 エネルギー問題と地球温暖化

28木
食糧と環境、遺伝子改変食物

とは

2/ 4木
環境と生物多様性、性とクロ

ーン動物

18木 押し寄せる生命撹乱物質～い

わゆる環境ホルモンも含む～

人ひと
お気軽にご相談ください　12月の相談あんない　※相談はすべて無料です。
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